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C 0807：2020 (IEC 62090：2017) 

（2） 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

電子情報技術産業協会（JEITA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。これによって，JIS C 0807:2005 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

 

 



 

 

著作権法により無断での複製，転載等は禁止されております。

日本産業規格          JIS 
 C 0807：2020 
 (IEC 62090：2017) 

一次元シンボル（バーコード）及び二次元シンボル

を使用した電子部品用容器包装ラベル 

Product package labels for electronic components using bar code and 

two-dimensional symbologies 

 
序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された IEC 62090 を基に，技術的内容及び構成を変更すること

なく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，事業者間の処理における自動実装用の電気・電子部品の容器包装ラベルについて規定する。

これらのラベルには，一次元シンボル（バーコード）及び二次元（2D）シンボルを用いる。ただし，電気・

電子部品本体へのラベル表示及び出荷用のラベル表示には，この規格を適用しない。また，事業者と消費

者との間の処理における小売の販売ルートで用いる電気・電子部品の容器包装ラベルにも，この規格を適

用しない。 

一般に，一次元シンボル及び二次元シンボルは，電気・電子機器の自動実装ラインにおける自動識別及

び自動実装用にも用いられる。所期の目的には，電気・電子部品の生産ラインの容器包装，在庫及び流通

の管理を自動化するシステムを含んでいる。 

注記 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 62090:2017，Product package labels for electronic components using bar code and two-dimensional 

symbologies（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”こ

とを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 61760-4 表面実装技術－第 4 部：感湿性部品の分類，包装，表示及び取扱い 

注記 1 対応国際規格：IEC 61760-4，Surface mounting technology－Part 4: Classification, packaging,  

labelling and handling of moisture sensitive devices（IDT） 

注記 2 4.3.6 に引用されているため，対応国際規格の参考文献から引用規格に移した。 

JIS X 0301 情報交換のためのデータ要素及び交換形式－日付及び時刻の表記 

注記 1 対応国際規格：ISO 8601，Data elements and interchange formats－Information interchange－


